
✔ ✔

①学童クラブでは家庭に代わり放課後の遊びや生活の場を提供するとともに，集団生活を通じた基本的な生活習慣の確立や
健全な成長を支援した。
②青少年問題協議会，青少年補導連絡会及び健全育成推進地区委員会との連携・協力の下，青少年表彰，非行防止街頭パト
ロール，健全育成地区親善ソフトボール大会等を実施した。
③調布市スポーツ推進委員会と市内各小学校区のＰＴＡや開放運営委員会，健全育成推進地区委員会などから推薦された地
域の方々で構成された実行委員形式で調布市小学生ドッヂビー大会を開催し，市内小学校からは約６５０名の子どもたちの
参加があり，子どもたちへの運動機会の創出，スポーツを楽しめる環境づくりを行った。
④リーダー養成講習会については１２回，レクリエーション講習会については６回実施した。
⑤「わたしが考える未来の調布」をテーマに自由で夢のある意見発表を行う「令和５年度調布っ子“夢”発表会」を実施
し，市内小学校に在学の５年生１４人が参加した。

今後の取組の方向

①引き続き学童クラブにおいて家庭の代わりに放課後の遊びや生活の場を提供するとともに，集団生活を通
じた基本的な生活習慣の確立や健全な成長の支援を実施していく。
②地域ぐるみでの健全育成の更なる推進を図るため，今後も関係団体との連携・協力を図りながら，各種事
業を実施していく。
③令和６年度は継続した実施を予定。令和７年度も実施について検討を行っていく。
④引き続き各種リーダー講習会及びレクリエーション講習会を実施し，地域で活躍できる人材の養成を図
る。また，受講生が減少傾向にあることから，各種広報媒体（市報，市ホームページ，ＳＮＳ，チラシ，社
会教育情報紙「コラボ」，調布ＦＭ等）を引き続き活用して事業の周知に努める。
⑤引き続き子どもたちに自由で夢のある意見発表の機会を提供するとともに，まちづくりへの参加意識の向
上を図る。

基本計画事業以外の主要な取組実績　

・一部施設での試行的な開設時間延長を継続
・未就学児体験会の実施により，新一年生の利用を促進
・市内の文化，スポーツ，児童福祉活動などを行う協会，財団，企業と協力したプログ
ラムや，東京都の「専門人材を活用した活動プログラムの充実事業」による外部専門人
材を活用した魅力的なプログラムの導入
・「やりたいあそび」の募集による子どもの視点に立った事業の実現

今後の方向

現状継続

有効性改善

効率性改善

財政面改善

参加と協働改善

３　施策を構成する基本計画事業等の取組実績／今後の方向

■05-1　青少年の健全な成長の支援　

Ｒ５取組説明　 今後の取組の方向

※　◎：目標達成　○：目標値を未達成（前年度より向上した）　▼：目標値を未達成（前年度より低下した）　⇒：目標値を未達成（前年度と同じ又は前年度数値未把握）　－：数値未把握（調査未実施など）
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・子どもたちの意見を反映させたプログラム実施の強化に向
けて，外部専門人材を活用したプログラムを導入し，満足度
向上に寄与
・児童の放課後居場所対策として，一部施設での試行的な開
設時間延長を実施し，学童クラブ待機児童の居場所づくりに
寄与
・サービス向上に向けて，利用事項変更届・取消届のＷＥＢ
受付を開始し，利用者の利便性向上に寄与
・あそビバでの日常活動を広く周知する目的で合同展覧会を
実施

計画前倒し

Ｒ５取組実績基本計画事業名No

計画どおり

計画遅れ放課後子供教室事業の実施

・子ども・若者総合支援事業「ここあ」の認知度向上や，子ども・若者支援地域ネット
ワークにおける構成機関同士の連携強化により市民満足度が向上したものと考えられる。
・引き続き，ここあや子ども・若者支援地域ネットワークと連携し，困難を抱える子ど
も・若者を支援していく。

社会生活を営むうえで困難を抱える子ども・若者への支援
に満足している市民の割合

%
41.0

令和4年度
60.7

53.0
令和8年度

◎

考察

児童館における子どもの意見を具現化した取組の件数 件
22

令和3年度
55

40
令和8年度

◎
・新型コロナウイルスの類指定が５類となり児童館での子どもの主体的活動が広がった。
・子どもの意見の聴収を行い，児童館の活動や運営に反映する。

まちづくり指標 単位 基準値
（基準年度）

実績値
（Ｒ５年度）

【施策と関連するＳＤＧｓの目標（ゴール）】

施策・事務事業マネジメントシート【令和６年度】

施策の目的，方向に対する考察

・児童館において，「こどもまんなか社会」の実現へ向けて子どもや若者の意見を積極的に聴収し児童館活動へ取り
入れ，子ども自身の意見が十分に聴かれ，自己肯定感や自己有用感，社会の一員としての主体性を高める取組を行
う。
・児童の放課後の居場所として，保護者の就労の状況に関わらず誰でも利用できる放課後子供教室事業を実施してお
り，子どもたち自身がやりたいことの実現を目指すとともに，専門人材による遊びのプログラムや地域団体と連携し
たプログラムの提供など，多彩な体験ができるようプログラムの充実を図っている。
・子ども・若者支援地域ネットワークについては，特に高校生世代以上の更なる支援を推進するため，市内私立・公
立高等学校等との連携を強化する必要がある。
・子ども・若者総合支援事業「ここあ」については，相談件数が年々増加傾向にあることから，相談体制を強化する
とともに，相談の質の維持・向上を図っていく。

目標値
（目標年度）

指標の推移
（※）

青少年が次代を担う社会の一員として自覚と責任を持って社会生活を送ること
ができるよう，健全育成の場の提供や地域活動において活躍できる人材の育
成，非行防止活動，自立支援について，家庭，学校，地域，行政が一体となっ
た取組を推進します。

１　施策の基本情報

施策名

２－１　施策全体の考察①（施策の目的，方向に対する考察）

目的

対象

意図

２－２　施策全体の考察②（まちづくり指標の推移／考察）

05　青少年の健全育成

青少年，困難を抱える子ども・若者

青少年が自覚と責任を持って社会生活をおくることができる
困難を抱える子ども・若者を適切な支援につなげることができる

施策の方向
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✔ ✔

・児童館等におけるサークル活動の野菜栽培を通し，子どもが楽しく環境問題やＳＤＧｓについて考える機会を創
出した。【令和５年度】
・児童館等におけるグリーンカーテンの栽培を通し，脱炭素社会や電気使用の抑制について子ども自身が考える機
会を創出した。【令和５年度】

・児童館における日常的活動を健全育成推進委員会等の地域資源と連携することにより，非常時の子どもの安全が守
られる関係性を構築する。

デジタル技術の活用 共創のまちづくり

・児童館におけるＩＣＴ化を推進し，ｅスポーツ等を通じた市民交流の機会を創出し子どもたちの居場所機能の充
実を図った。【令和５年度】
・市内の児童館全体でｅスポーツ大会を開催し，多くの子ども達の交流の場を創出し，児童館が最先端の遊びを行
うことにより新たな居場所機能の充実を図る。
・子ども・若者総合支援事業「ここあ」においてオンライン相談を実施する。
・子ども・若者総合支援事業「ここあ」において相談管理システムを導入する。

・公設公営児童館が基幹型児童館として，民間活力を活用した公設民営児童館における地域・関係機関等との連携を
支援
・基幹型児童館と地域型児童館の連携により，各地域の住民関係団体等と児童館を中心とした健全育成活動の活性化
を図る。

４　施策の推進，成果向上の視点（４つの視点）を踏まえた令和５年度の取組実績及び令和６年度以降の具体的な取組　

今後の取組の方向

①第３期調布っ子すこやかプランに内包される「子ども・若者計画」の策定に向けて，「調布市子ども・若者支援に関する
ニーズ調査」における設問項目の検討を行った。
②原因不明の体調不良で通学困難となる起立性調節障害に関する講座について，「調布心身障害児・者親の会」との共同企
画により実施し，地域住民の理解を促進した。【北部公民館】

①第３期調布っ子すこやかプランに内包される「子ども・若者計画」を策定する。

②全国的に活動している起立性調節障害当事者家族や小児科の専門医を講師に招いた講座や進路説明会等を
「調布心身障害児・者親の会」との共同企画で実施し，当事者家族等を支援していく。【北部公民館】

脱炭素社会の実現 フェーズフリー

■05-2　困難を抱える子ども・若者の支援

No 基本計画事業名 Ｒ５取組実績

基本計画事業以外の主要な取組実績　
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【重点②】

子ども・若者への支援

・子ども・若者支援地域ネットワークの構成機関に新たに３
機関（児童虐待防止センター，ヤングケアラー・コーディ
ネーター，健康推進課）を追加し，更なる連携強化を図っ
た。
・子ども・若者支援地域ネットワーク会議を開催し，構成機
関の事例紹介を行うとともに，各機関のスタッフを対象とし
た施設見学会を実施することで，更なる連携強化を図った。
・市民や子ども・若者支援地域ネットワーク構成機関スタッ
フを対象としたシンポジウムを開催し，子ども・若者への支
援に関する知見を深めた（テーマ「ひきこもりなど青年期以
降の若者支援」，参加者６８人〔会場３９人，オンライン
２９人〕）。
・子ども・若者支援地域ネットワークのリーフレットを更新
し，卒業を控えた市内公立中学校３年生に配布するととも
に，構成機関の紹介動画を制作し市ＹｏｕＴｕｂｅで公開す
るなど，相談のきっかけづくりに努めた。
・総合相談窓口として，子ども・若者総合支援事業「ここ
あ」にて相談事業や居場所事業を実施し，伴走支援に努め
た。
【相談事業】延べ相談件数１万３８７件，相談者数７０８人
【居場所事業】延べ利用人数９５人，登録者数２５人
・居場所を提供する事業を実施する団体（１団体）へ補助金
を交付し，市内で活動する団体の後方支援を行った。

現状継続 ・高校生世代以上への更なる支援強化のため，市内私立・公立高等学校との連携強化を
図るとともに構成機関への追加について検討を行う。
・子ども・若者支援地域ネットワーク構成機関同士での相互理解を深め，更なる連携強
化を図るため，施設見学会等の取組を継続して実施する。
・子ども・若者支援地域ネットワーク構成機関スタッフの子ども・若者への支援に関す
る知見を深めるため，講演会・シンポジウム等を開催する。
・義務教育終了後も支援の輪を途切れさせず，また，相談のきっかけとするため，市内
公立中学校３年生へリーフレットの配布を継続して実施する。
・子ども・若者総合支援事業「ここあ」において，相談員の増員や相談管理システムを
導入することで，相談員の負担軽減や事務の効率化を図り，相談の質向上に努める。
・子ども・若者総合支援事業「ここあ」において，オンライン相談の実施や，土曜日相
談の試行的な実施により，様々な相談ニーズに応える。
・引き続き，居場所を提供する事業を実施する団体へ補助金を交付し，市内で活動する
団体の後方支援を行う。

計画どおり 有効性改善

計画遅れ 効率性改善

計画前倒し 財政面改善

参加と協働改善

Ｒ５取組説明　 今後の方向 今後の取組の方向
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